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論　　文　　の　　要　　旨
　Pをある位相空問の族とする。本論文において著者はラPに属する位相空問を欄密な部分集合とし
て含む空間がどのような位相的性質を持つかという問題を研究している。特にPがσ一空問の族ラ離散
位相をもつ閉集合の可算和として表わされる空問の族ラ実コニパクト空間の族である場合に精細な
結果を与えている。第一章においてはう上記の性質が積空問を構成しても保存されることを示すつ
ぎの定理が証明されている。（1）｛Xα；αεA｝をσ一空問を穐密に含む空問族ならば，その積空問nα、。Xα
はσ一空問を欄密に含む。（2）／Xα；αεA｝がG仁対角集合を持つ空間を欄密に含む空問族ならば，巫、、。Xα
はGδ一対角集合を持つ空問を欄密に含む。（3）lXα；αεAlが点可算分離開被覆を持つ空問を穐密に含む
空問族ならば，巫、、。Xαは点可算分離開被覆を持つ空問を欄密に含む。第二章においては，任意の正
則空問に対してそのある積空問はσ一空問を欄密に含むことが示されている。より正確に述べれば害
正則空間Xの穐密濃度をd（X）とするとき，m≧d（X）となる濃度mに対してX刎はσ一空問を欄密に含
む。この結果として，任意の正則空問は閉離散空問の可算和として表わされる空問の開完全写像の
像空間として表現されることが示される第三章では実コンパクト空間の族が考慮されている。い
かなる実コンパクト空問をも欄密に含まない非可算濃度をもつ空問の存在を示し，この系として，
実コンパクト空問を稿密に含む性質は閉集会に遺伝しないことが証明されている。第四章において。
「Gδ対角集合を持ち可算鎖条件を満たす位相空問の濃度はつねに連続の濃度を越えないか」という
Ginsb岨g－WooトArhange1skiiの問題および「すべての左方分離空問はO次元となるか」という
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Arh狐ge1skiiの問題に否定解を与えている。すなわち，任意の無限濃度に対してGδ対角集合をもち
可算鎖条件を満たす正則空間が存在することおよび連結な左方分離空問の存在することが証明され
ている。これらの否定例の構成には第一章で使用された構成方法が便用されている。
審　　査　　の　　要　　旨
　コンパクト化の理論が示すように，位相空間の性質をその欄密部分集合の性質によって規定する
ことは極めて難しい。著者は、Pがσ一空問族，Gδ対角集合を持つ空聞族，実コンパクト空問族など
である場合に，著者が開発した独創的な構成方法を便用してPの空問を穐密に含む空問が積保存性を
持つという興味ある定理を証明した。さらに，任意の正則空間についてもその十分大きな濃度の積
がσ一空問を欄密に含むという結果を得ている。これは、空問の十分大きな濃度の積が距離空間を欄
密に含み得ないことからも注目すべき結果と思われる。実コンパクト空問を欄密に含まない空問の
存在の証明も興味深い。最後に第一章の構成方法がGinsb岨g－WooトArha㎎e1skiiの問題および
A比ange1skiiの問題の否定解を見出すのに便用されているが，この方法は十分普遍性を持つ位相空問
の構成法であると考えられラ今後この分野の問題解決へ大きな貢献をなすものと十分に期待される。
　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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